
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
１） 乃至はその誘導体から選択
される皮膚修復素材と、２）フェノキシエタノールと、３）中鎖・長鎖混合脂肪酸トリグ
リセライドとを含有することを特徴とする、皮膚外用剤。
【請求項２】
中鎖・長鎖混合脂肪酸トリグリセライドが、（カプリル酸／カプリン酸／ミリスチン酸／
ステアリン酸 トリグリセライドであることを特徴とする、請求項１に記載の皮膚外用剤
。
【請求項３】
パラベンフリーであることを特徴とする、請求項１又は２に記載の皮膚外用剤。
【請求項４】
敏感肌用の化粧料であることを特徴とする、請求項１～３の何れか１項に記載の皮膚外用
剤。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、皮膚外用剤に関し、更に詳細には、敏感肌の人 して好適な皮膚外用剤に関
する。
【０００２】
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【従来の技術】
　乳化組成物は、親油性の成分も親水性の成分も含有可能であり、この為、油性成分と

の両方の成分の処置の必要な分野においては有用な剤形となっている。このような
分野としては、例えば化粧料、医薬、食品などの分野が特に好適に例示できる。この様な
乳化 のうち、油中水乳化形態や 乳化形態などの油相を外相に有する部分を有す
る乳化形態は、有効成分の経皮吸収性を向上させたり、皮膚とのなじみに優れ、皮膚のバ
リア機能を向上させるなどの効果を有するため、特に化粧料や皮膚外用医薬用の製剤とし
て有用であることが知られている。
【０００３】
　しかしながら、乳化系に於いては水性成分、油性成分が共存することから、対微生物汚
染については他の剤形よりも脆弱性があり、防腐剤を使用することが通例となっている。
防腐剤としては、その抗菌スペクトルと、油相水相への配向性から数種のパラベンを組み
合わせて使用することが一般的になっている。確かにパラベン類は、安全性が高く、抗菌
スペクトルの広い、優れた防腐剤であるが、近年の知見では、敏感肌の人に対して、一過
性の刺激を感じさせやすい特質、所謂スティギング性があることが知られており、これを
避けることが敏感肌用の化粧料では必要であると言われている。この様なスティギング対
応としては、パラベン類が経皮吸収されるのを、高分子類で防ぐ方法（特開２００１－６
４１８５、特開平１１－１０６３２７、特表平１１－５０２５０５）や抗菌性を有する、
２，３－ブタンジオール、１，４－ブタンジオール、１，２－ペンタンジオールなどの多
価アルコールを利用する技術が知られてい 特開２００２－２１２０２１、特開２００
２－１４５７１９、特開２００２－１２８６３３） しかしながら、これらの技術で刺激
発現物質を完全にシャットアウトすることは不可能であるし、抗菌性を多価アルコールの
みで維持する為には、その使用量は、安定性に影響を与えるほど多くなってしまうのが常
であった。即ち、皮膚外用剤に於いて、実際的なパラベンに依存しない防腐手段の開発が
望まれていた。
【０００４】
　一方、セラミドを含有する敏感肌用の化粧料としては、小麦胚芽より抽出されるセラミ
ドを利用した化粧料（特開２００２－０５３４２８）、シスヘキサデセン酸と組み合わせ
た化粧料（特開 ）等の技術が知られている。しかしながら、１）
セラミド乃至はその誘導体と２）フェノキシエタノールと３）中鎖・長鎖混合脂肪酸トリ
グリセライドとを含有する皮膚外用剤は全く知られていないし、この様な構成を取ること
により、パラベンフリーで充分な防腐力を具現化でき、以て敏感肌の人でもスティギング
を起こしにくい皮膚外用剤になることも全く知られていなかった。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、この様な状況下為されたものであり、パラベンなどに起因するスティギングを
抑制し、敏感肌の人でも使用可能な皮膚外用剤を提供することを課題とする。
【０００６】
【課題の解決手段】
　この様な状況に鑑みて、本発明者らは、パラベンなどに起因するスティギングを抑制し
、敏感肌の人でも使用可能な皮膚外用剤を求めて、鋭意研究努力を重ねた結果、１）

セラミド乃至はその誘導体から選択される皮膚修復素材と２）フェノキシ
エタノールと３）中鎖・長鎖混合脂肪酸トリグリセライドとを含有する皮膚外用剤がその
様な特性を有していることを見出し、発明を完成させるに至った。即ち、本発明は、以下
に示す技術に関するものである。
（１）１） セラミド乃至はその誘導体か
ら選択される皮膚修復素材と、２）フェノキシエタノールと、３）中鎖・長鎖混合脂肪酸
トリグリセライドとを含有することを特徴とする、皮膚外用剤。
（２）上記中鎖・長鎖混合脂肪酸トリグリセライドが、（カプリル酸／カプリン酸／ミリ
スチン酸／ステアリン酸）トリグリセライドであることを特徴とする、（１）に記載の皮
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膚外用剤。
（３）パラベンフリーであることを特徴とする、（１）又は（２）に記載の皮膚外用剤。
（４）敏感肌用の化粧料であることを特徴とする、（１）～（３）の何れか１に記載の皮
膚外用剤。
【０００７】
【発明の実施の形態】
（１）本発明の皮膚外用剤の必須成分である皮膚修復素材
　本発明の皮膚外用剤は、皮膚修復素材を含有することを特徴とする。ここで、皮膚修復
素材とは、皮膚構成成分と同じ乃至は類似した構造を有する成分であって、皮膚のバリア
機能を高める作用を有する成分を意味し、具体的にはセラミド、セラミド誘導体が挙げら
れる。セラミドにはサブタイプとして１～６があり、これらの

が利用可能である
が イプ６が特に好ましい。これらは唯一種を含有させることもできるし、二種以
上を組み合わせて含有させることも可能である。かかる成分は、防腐力を損なうことなく
、又、フェノキシエタノールの連続相への移行を助け、フェノキシエタノールの防腐効果
を増強しながら、皮膚のバリア機能を修復し高めることにより、スティギング誘起物質が
皮膚に作用して、刺激を起こさせることを抑制する作用を有する。本発明の皮膚外用剤に
おける、前記皮膚修復素材の好ましい含有量は、総量で皮膚外用剤全量に対して、０．０
１～１０重量％が好ましく、０．０５～５重量％が更に好ましい。これは、少なすぎると
防腐効果を更に付与する作用を損なう場合があり、多すぎると安定性や感触の良さを損な
う場合があるからである。
【０００８】
（２）本発明の皮膚外用剤の必須成分であるフェノキシエタノール
本発明の皮膚外用剤は、フェノキシエタノールを含有することを特徴とする。フェノキシ
エタノールはスティギング性が低い防腐剤であるが、その抗菌性も低い。これを上記

と組み合わせることにより、系全体に優れた防腐効果を付与する。本発明に於け
る、かかるフェノキシエタノールの好適な含有量は、皮膚外用剤全量に対して、０．１～
５重量％であり、更に好ましくは０．２～１重量％である。これは少なすぎると、防腐効
果を発揮しない場合があり、多すぎると防腐効果が頭打ちになり、系の安定性などを損な
う場合があるからである。
【０００９】
（３）本発明の皮膚外用剤の必須成分である中鎖・長鎖混合脂肪酸トリグリセライド
本発明の皮膚外用剤は、中鎖・長鎖混合脂肪酸トリグリセライドを必須成分として、含有
することを特徴とする。かかる中鎖・長鎖脂肪酸トリグリセライドを構成する中鎖脂肪酸
残基としては、炭素数６～１０のアルキルカルボニルオキシ基乃至はアルケニルカルボニ
ルオキシ基が好適に例示でき、カプロン酸残基、カプリル酸残基、カプリン酸残基、２－
エチルヘキサン酸残基、デカン酸残基、デセン酸残基等が好適に例示でき、カプリル酸残
基又はカプリン酸残基がより好ましく例示できる。又、長鎖脂肪酸残基としては、炭素数
１２～３０のアルキルカルボニルオキシ基又はアルケニルカルボニルオキシ基が好適に例
示でき、例えば、ラウリン酸残基、ミリスチン酸残基、パルミチン酸残基、ステアリン酸
残基、ベヘン酸残基、オレイン酸残基、リノール酸残基などが好適に例示でき、ミリスチ
ン酸残基又はステアリン酸残基がより好適に例示できる。特に好ましいものとしては、ト
リ（カプリン酸・カプリル酸・ミリスチン酸・ステアリン酸）グリセライドが例示できる
。かかる中鎖・長鎖混合脂肪酸トリグリセライドは、例えば、ステアリン酸モノグリセリ
ドをトリエチルアミンなどのアルカリ存在下、中鎖脂肪酸と塩化チオニルを反応させて作
成した中鎖脂肪酸クロリド、例えば、カプリン酸クロリド或いはカプリル酸クロリドとも
に縮合させることにより製造することが出来る。又、この様な中鎖・長鎖混合脂肪酸トリ
グリセライドには、市販品も存在しそれを購入して使用することも出来る。市販品として
は、例えば、トリ（カプリン酸／カプリル酸／ミリスチン酸／ステアリン酸）グリセライ
ドである「サラコス３３４」（オイリオ株式会社製）などが好適に例示できる。本発明の
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皮膚外用剤に於いて、かかる中鎖・長鎖混合脂肪酸トリグリセライドは、皮膚修復素材と
ともに働いて、皮膚バリア能を高め、スティギング誘起成分が、真皮内に到達しないよう
に防御するとともに、乳化系に於いては、防腐成分であるフェノキシエタノールを連続相
に配向するように作用し、その防腐力を、スティギングなどの刺激を発現させずに高める
作用を有する。かかる効果を発現する為には、前記中鎖・長鎖混合脂肪酸トリグリセライ
ドは、本発明の皮膚外用剤において、０．０１～１０重量％含有されることが好ましく、
更に好ましくは、０．０５～０．５重量％含有されることが好ましい。これは少なすぎる
と前記の効果を発揮しない場合があり、多すぎると効果が頭打ちになり、時として系の安
定性を損なう場合があるからである。
【００１０】
（４）本発明の皮膚外用剤
本発明の皮膚外用剤は、上記必須成分を含有することを特徴とする。本発明に言う、皮膚
外用剤とは、皮膚外用に適用される組成物の総称であり、例えば、化粧料（医薬部外品を
含む）、皮膚外用医薬、皮膚外用雑貨等が例示できる。本発明の皮膚外用剤としては化粧
料が好適であり、スティギング性が低い特性から、敏感肌用の化粧料に適用することが特
に好適である。本発明の皮膚外用剤に於いては、上記必須成分以外に、皮膚外用剤で使用
される任意成分を、本発明の効果を損ねない範囲 於いて含有することが出来る。かかる
任意成分としては、例えば、スクワラン、流動パラフィン、軽質流動イソパラフィン、重
質流動イソパラフィン、マイクロクリスタリンワックス、固形パラフィンなどの炭化水素
類、ジメチコン、フェメチコン、シクロメチコン、アモジメチコン、ポリエーテル変性シ
リコーンなどのシリコーン類、ホホバ油、カルナウバワックス、モクロウ、ミツロウ、ゲ
イロウ、オレイン酸オクチルドデシル、イソプロピルミリステート、ネオペンチルグリコ
ールジイソステアレート、リンゴ酸ジイソステアレートなどのエステル類、ステアリン酸
、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、イソステアリン酸、イソパルミチン酸、ベ
ヘン酸、オレイン酸などの脂肪酸類、ベヘニルアルコール、セタノール、オレイルアルコ
ール、オクタデシルアルコールなどの高級アルコール類、ヒマシ油、椰子油、水添椰子油
、椿油、小麦胚芽油、イソステアリン酸トリグリセライド、イソオクタン酸トリグリセラ
イド、オリーブオイル等の中鎖・長鎖混合脂肪酸トリグリセライドに分類されないトリグ
リセライド類、１，３－ブタンジオール、グリセリン、ジグリセリン、ジプロピレングリ
コール、ポリエチレングリコール、１，２－ペンタンジオール、１，２－ヘキシレングリ
コール、イソプレングリコールなどの多価アルコール、ソルビタンセスキオレート、ソル
ビタンモノオレート、ソルビタントリオレート、ソルビタンセスキステアレート、ソルビ
タンモノステアレート、ポリオキシエチレンソルビタンモノオレート、ポリオキシエチレ
ンソルビタンモノステアレート、ポリオキシエチレンステアレート、ポリオキシエチレン
オレート、ポリオキシエチレングリセリル脂肪酸エステル、ポリエキシエチレンアルキル
エーテル、ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油等の非イオン界面活性剤、ソジウムラウリル
ステアレート、ポリオキシエチレンアルキル硫酸塩、スルホコハク酸エステル塩などのア
ニオン界面活性剤、４級アルキルアンモニウム塩等のカチオン界面活性剤類、アルキルベ
タイン等の両性界面活性剤類、結晶セルロースや架橋型メチルポリシロキサン、ポリエチ
レン粉末、アクリル樹脂粉体等の有機粉体類、タルク、マイカ、セリサイト、炭酸マグネ
シウム、炭酸カルシウム、二酸化チタン、酸化鉄、紺青、群青、チタンマイカ、チタンセ
リサイト、シリカ等の表面処理されていても良い粉体類、アクリル酸・メタクリル酸アル
キルコポリマー及び／又はその塩、カルボキシビニルポリマー及び／又はその塩、キサン
タンガムやヒドロキシプロピルセルロースなどの増粘剤、レチノール、レチノイン酸、ト
コフェロール、リボフラビン、ピリドキシン、アスコルビン酸、アスコルビン酸リン酸エ
ステル塩などのビタミンやグリチルリチン酸塩、グリチルレチン、ウルソール酸、オレア
ノール酸などのテルペン類、エストラジオール、エチニルエストラジオール、エストリオ
ールなどのステロイド類などの有効成分、ジメチルアミノ安息香酸エステル類、桂皮酸エ
ステル類、ベンゾフェノン類などの紫外線吸収剤などが好ましく例示できる。特に好まし
い形態としては、パラベンフリーの形態である。又、フェノキシエタノールの防腐力を更
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に高める意味で、１，３－ブタンジオール、イソプレングリコール、１，２－ペンタンジ
オール、１，２－ヘキシレングリコール等の成分を含有することは極めて有利であり、好
ましい。かかる抗菌性多価アルコールは唯一種を含有することも出来るし、二種以上を組
み合わせて含有することも出来る。特に好ましい形態は１，２－ヘキシレングリコールを
含有する形態である。かかる抗菌性多価アルコールの好ましい含有量は、総量で、皮膚外
用剤全量に対して、１～２０重量％であり、更に好ましくは、２～１０重量％である。こ
れは、少なすぎると添加効果が得られない場合があり、多すぎると効果が頭打ちになり、
徒に系の安定性を損なう場合があるからである。更に、本発明の皮膚外用剤の剤形は

、油相を外相に有する形態を含む乳化形態であることが好ましく、油中水乳化
形態乃至は多 乳化形態であることが更に好ましい。これは、本発明の皮膚外用剤の必須
成分である、中鎖・長鎖脂肪酸トリグリセライドが乳化系に於いて、防腐剤であるフェノ
キシエタノールを連続相に配向させる作用を有する為である。特に、油中水中油乳化
或いは水中油中水乳化 等の多 乳化 に於いて連続相にフェノキシエタノールを配
向させることは、通常の乳化系に比して微生物に対する安定性に大きく寄与するので重大
であり、その意味で、本発明の皮膚外用剤を多 乳化 で具現化することは意義深い。
本発明の皮膚外用剤は、上記必須成分及び任意成分を、常法に従って処理することにより
製造することが出来る。
【００１１】
【実施例】
以下に実施例をあげて本発明について更に詳細に説明を加えるが、本発明がこれら実施例
にのみ限定されないことはいうまでもない。
【００１２】
＜実施例１＞
下記に示す処方に従って、本発明の を作成
した。即ち、イ、ロをそれぞれ７０℃に加熱し、イにロを徐々に加えて
を得た。これを用いて、更にハ、ニ、ホをそれぞれ８０℃に加熱し、ハにニを徐々に加え
、最後にホを加え攪拌冷却して本発明の を
得た。このものは、更に滑らかなのび特性を有しており、化粧料として好適であった。こ
のものの中鎖・長鎖混合脂肪酸である、トリ（カプリン酸・カプリル酸・ミリスチン酸・
ステアリン酸）グリセライドをグリセリルトリステアレートに置換した比較例１とフェノ
キシエタノールを水０．２重量部とメチルパラベン０．３重量部に置換した比較例２を、
トリ（カプリン酸・カプリル酸・ミリスチン酸・ステアリン酸）グリセライドをグリセリ
ルトリステアレートに、且つ、フェノキシエタノールを水０．２重量部とメチルパラベン
０．３重量部に置換した比較例３を作成し、これらのスティギング性をマウス尻尾スティ
ギングモデルを用いて評価した。即ち、ＩＣＲマウス１群５匹の尻尾をサンドペーパーで
処理し、スティギングを感じやすい状態にした。このモデルに１０μｌの化粧料をエッペ
ンドルフで滴下し、滴下によって跳躍する距離を求め、群ごとに平均を算出した。結果を
表１に示す。これより本発明の皮膚外用剤は、スティギングを非常に誘起しにくいことが
わかる。又、 ついて、微生物汚染に対する抵抗性（防腐効果）を調べた。防腐効
果は、これらの化粧料２０ｍｌに対し、予備培養後、菌体乃至は分生子をＰＢＳで１×１
０６個／ｍｌ（終濃度）になるように菌液を加え、これをトリプトソイ寒天（ＴＳＡ）培
地、サブロー寒天（ＳＤＡ）培地に２０μｌ播種して、３５℃で２４～４８時間培養し、
コロニー数をカウントした。この結果も表１にしめす。
イ
１０％水酸化カリウム水溶液　　　　　０．１　重量部
１，３－ブタンジオール　　　　　　　３　　　重量部
キサンタンガム　　　　　　　　　　　０．１　重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　１５　　　重量部
ロ
ベヘニルアルコール　　　　　　　　　０．４　重量部
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ステアリン酸クエン酸グリセリル　　　０．５　重量部
グリセリルモノステアレート　　　　　０．１　重量部
スクワラン　　　　　　　　　　　　　４．５　重量部
ショ糖パルミチン酸エステル　　　　　２　　　重量部
フェノキシエタノール　　　　　　　　０．５　重量部
混合脂肪酸トリグリセライド＊＊＊　　０．１　重量部
ベヘン酸　　　　　　　　　　　　　　０．１　重量部
ステアリン酸　　　　　　　　　　　　０．５　重量部
グリセリン　　　　　　　　　　　　　３　　　重量部
ハ
１，２－ヘキシレングリコール　　　　５　　　重量部
グリセリン　　　　　　　　　　　　　５　　　重量部
ポリエチレングリコール１５００　　　１　　　重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　２６．８８重量部
ニ
「アラセルＰ－１３５」　　　　　　　１　　　重量部
「エルデュウＰＳ－３０４」　　　　　０．１　重量部
マカデミア脂肪酸フィトステリル　　　０．５　重量部
椿油　　　　　　　　　　　　　　　　０．４　重量部
セラミド（タイプ６）　　　　　　　　０．１　重量部
デカメチルシクロペンタシロキサン　　４　　　重量部
２－エチルヘキサン酸セチル　　　　１９　　　重量部
「クロピュアＯＬ」　　　　　　　　　１　　　重量部
イソステアリン酸ソルビット　　　　　１　　　重量部
δトコフェロール　　　　　　　　　　０．０２重量部
ホ

　　　　　　　　　３０　　　重量部
トウキエキス　　　　　　　　　　　　１　　　重量部
チョレイエキス　　　　　　　　　　　０．７　重量部
トウニンエキス　　　　　　　　　　　０．８　重量部
チンピエキス　　　　　　　　　　　　０．５　重量部
＊＊＊トリ（カプリン酸・カプリル酸・ミリスチン酸・ステアリン酸）グリセライド
（「サラコス３３４」オイリオ株式会社製）
【００１３】
【表１】
　
　
　
　
　
【００１４】
＜参考試験例１＞
実施例１のセラミド（タイプ６）を椿油に置換した比較例４、セラミド（タイプ６）と中
鎖・長鎖脂肪酸トリグリセライドを椿油に置換した比較例５とを作成し、マウス・スティ
ギングモデルでテストした。結果を表２に示す。これより、セラミドなどの皮膚修復素材
と中鎖・長鎖脂肪酸トリグリセライドの両方が存在することが好ましいことがわかる。
【００１５】
【表２】
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【００１６】
＜実施例２～ ＞
　下記に示す処方に従って、皮膚修復素材の種類を変えて、実施例１と同様に皮膚外用剤
（油中水中油乳化形態の化粧料）を作成し、スティギングを調べた。
イ
１０％水酸化カリウム水溶液　　　　　０．１　重量部
１，３－ブタンジオール　　　　　　　３　　　重量部
キサンタンガム　　　　　　　　　　　０．１　重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　１５　　　重量部
ロ
ベヘニルアルコール　　　　　　　　　０．４　重量部
ステアリン酸クエン酸グリセリル　　　０．５　重量部
グリセリルモノステアレート　　　　　０．１　重量部
スクワラン　　　　　　　　　　　　　４．５　重量部
ショ糖パルミチン酸エステル　　　　　２　　　重量部
フェノキシエタノール　　　　　　　　０．５　重量部
混合脂肪酸トリグリセライド＊＊＊　　０．１　重量部
ベヘン酸　　　　　　　　　　　　　　０．１　重量部
ステアリン酸　　　　　　　　　　　　０．５　重量部
グリセリン　　　　　　　　　　　　　３　　　重量部
ハ
１，２－ヘキシレングリコール　　　　５　　　重量部
グリセリン　　　　　　　　　　　　　５　　　重量部
ポリエチレングリコール１５００　　　１　　　重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　２６．８８重量部
ニ
「アラセルＰ－１３５」　　　　　　　１　　　重量部
「エルデュウＰＳ－３０４」　　　　　０．１　重量部
マカデミア脂肪酸フィトステリル　　　０．５　重量部
椿油　　　　　　　　　　　　　　　　０．４　重量部
表３に記載の成分　　　　　　　　　　０．１　重量部
デカメチルシクロペンタシロキサン　　４　　　重量部
２－エチルヘキサン酸セチル　　　　１９　　　重量部
「クロピュアＯＬ」　　　　　　　　　１　　　重量部
イソステアリン酸ソルビット　　　　　１　　　重量部
δトコフェロール　　　　　　　　　　０．０２重量部
ホ
中間水中油乳化物　　　　　　　　　３０　　　重量部
トウキエキス　　　　　　　　　　　　１　　　重量部
チョレイエキス　　　　　　　　　　　０．７　重量部
トウニンエキス　　　　　　　　　　　０．８　重量部
チンピエキス　　　　　　　　　　　　０．５　重量部
＊＊＊トリ（カプリン酸・カプリル酸・ミリスチン酸・ステアリン酸）グリセライド
（「サラコス３３４」オイリオ株式会社製）
【００１７】
【表３】
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【００１８】
【発明の効果】
本発明によれば、パラベンなどに起因するスティギングを抑制し、敏感肌の人でも使用可
能な皮膚外用剤を提供することが出来る。
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